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合成樹脂の光學的感用

申　　村 日 色

　アメリカの難誌を見ると，カメラの各都に合

祓樹脂が種々利用されているのがわかる．Lか

しそれは大低bodyの部分だけでレンズぱ從

來の無機光學ガラス製てある，樹脂ガラスを使

つた最高級レンズは現在まだできていないけれ

ども，含成樹脂ならではという光墨部品も相歯

あつて各方面に利用されている．

1　まえがき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子
光學材料として要求される性灘ロち透明・均質・光學

常数の不蟹性，耐久度等を比較した場合樹脂ガラス＊と

無機ガラスは，一長一短であるとはいえ全豊として見る

と槻旨ガラスの方がむしろ劣つている．しかし無機ガラ

スの到底及び得ない大きな特色．．．＿成形の容易なこと＿

．，．

ﾍ從來手噌き以外に製法のなかつた特殊の光學部品の

大量生奮を可能にさせた．非球画レソズはその一．一例で，

糊旨ガラスでなけ匿しば實用的に生reできない分野であ

ろ．このような用途のほかさらに一般酌な光學材料とし’

て1‘樹脂ガラスを1吏つて最高級レソ7C±作れ．ないだろう

か，”現在の樹脂ガラスの性質を槍討して見るとこの間

に費しては蔑念ながらまだ否定的な解答しか與えられぬ

ようである．

　樹脂ザラス以外の合成樹脂も光學的に利用詞している

場合があるが，これもふくめて合成樹脂の光學材料とし

ての性質，特色．を違べそれがどのようにしてそれぞれの

用途に主かされているかを以下簡輩に迂べて見よ5．

2光學材料とLての含成樹脂

はアクリル，ビニール，スチロール系等のもので，その

中でも優れナニ光學的性質をもち實用されているのは，メ

チルメタクリレート及びスチロールの重合膣である．こ

れらの樹脂の軍量盟は常温で無色透明の液膿であるが或

時間適當な温蔓に加熱するか，あるいわ紫外線を照射す

うと次箔に重合が進んで，最後に無色透明の固睡重合物

が得られこれが光學材料として用いられる．

　從來もつとも廣く用いられてぎたのはメチルメタクリ

レート重合賂帥ちポリメチルメタクリレートであZが，

近年これにかわつて爽第にシクロヘキシルメタクリレe

トが使用されちよ5になつた．（1）すなわちメチルメタク

リレeトの輩量膿の沸襲占は103℃で，加熱重合を行う場

含往々にして獲泡し不均質の原因となりやすいのであ

るが，このシクロヘキシルメタクリレートは，沸黙が

210℃であるためその懸念は非常に少い．しかも重合の．

際の睡積牧縮率はメチルメダクリレートの22％に封し

て12．5％と約孚分であるので，型の中に鋳込んで成形す

る場合などには非常に都合がよ㌔・のである．この他にも

3－zチ’レシリコールメタクリレート，芳香．騒ヂアミソ

　（例えばフルニレソヂアミソ），メチルメタクリレートと

各種エステルとの共重舎物等が特殊の性質を持つ光學的

材料として報吉されている・

　（ii）機械的及び勲的性質

　第1表　にメチルメタクリレPトおよびスチロール重

合艦の諸性質を，廣く用いられる光學ガラスBK　7（嗣

　　第1表　樹脂ガラ．スと光學ガラスの話性質
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　（i）光學的に用いられる樹脂の種類

　かつて含威樹脂の種類が少なかつナニころには石淡酸系

の樹脂を「有機ガラス」とよんだこともあつたが，現在

レソズやプリズム等を作る材料として用いられているの

　寧　誉通の「無縦ガラス」に封して合成樹脂中の邊明盟を「有機ガラ

ス」とよんでもよいが「肩機ガラス」　という言藁は習慣上特定の樹脂

．（例えi±・アクリn樹脂）を摺していラことがあるので，不文では含成樹

脂中の悪明ぱ光學材料を馳構して「厨脂ガラス」とよぶことにした
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蕊クラウソ）F5（ブリソト）と比鮫しで見た・まずこ

れ等樹脂の比重はガラスめ約牛分でt光學器械に用いる

場合には非常に有利である．・さらに樹脂ガラスは普通の

．ガラスにくらべて屈曲性に富み，衝撃に饗しても強く割

れがたい．加工性もよくで旋盤等で自由に機械工作がで

きる鮎はたしかに長所である．一方硬度が低くて疵のつ

きやすいこと，熱膨脹係籔がガラスの約10倍であるこ

と，攣態瓢，軟北融が低いので饒り高温度では使用でき

ずぜいぜい60℃が使罵可能の最高温度である識などは

いちじるしい短所であろう・

一一 @　　　第2表光學常敷の比較　　一
温度1℃の
上昇rc　suす

る屈折率の
攣化

■

、争∴鴬　糊

　　　　　　　　　　’＼　　　　　　’　　　　　　　　　　　459　ノ　・

BK7に相當し，”Dが大きくてvの小さいボリスチロ

ールはF5に相當するからメタクリレートとポリスチ

ロールとを組合わせて色潰しレyズを設計ずる’eとボ

できる．（第1圖）．しかしこの組合わせではごつの材料

のnsvの値の差が小さいた

タ　ル　7　　シ

メ
　　キト

ルトへ儒チ【，ロレK
メレ

　　シクボクポメB

溝リスチロール

YF 5

屈折率
nl）（15°C）

1．4899

1．50705

1．51625

ユ．59232

1．60328

亭均分散
nF－一　nc

0．0086

0．00896

0．00806

0．01919

0．01587

分散率
　ンD

57．0

56．6

64．1

30．9

38．0

　　1
－0．000125

十〇．OCOOO2

一〇．000工33

十〇．OOOOO3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　　　　　［註］vb　・F，　・Clまそ縦幟長5893，486・，・6563A・鋼紬

　　　　　　　折獅ある・rx・S・　・p＝＝（nDr　1）／（nF－nc）で禦リメチルメタク

　　　　　　　リv・一トは筆者の測定値，他はPolaroid　Corp．のdataである．

　　　　　（iii）光學的性質

　　　　　光學的利用に際してもつとも重要な常敷は屈折牽であ

　　　、る．高級レyズを作る場合には屈折牽の値が少く共小敷

　　　　似下4桁目までは精確に一定であることを要求されるが

　　　、この黙樹脂ガラスの屈折牽には相當に問題がある．’すな

　・　　わち重含條件によつてできた重合薩の屈折牽が相當に違

　　　　つてくることで，メチルメタクリ，レPトについて筆老が

　　　　硯究した結果によれば，成分は同一であつても重合條件

　　　　が異るために屈折率がα005程度違つてくることもある・

　　　　これは到漣重合度の相違にょるものと思われるが，紫外

　　　　線照封で重合させると加熱重合よりも均質度安定度がよ

　　・　く，屈折牽の差も少いものが得られるから，光學的用途

　　　　に饗しては紫外線重合を用うべきであろう．また第2表

　　　　でわか樋り温度攣化によつて屈折傘の受ける影響が非

　　　　常に大きく，光學ガラスの約50倍に達し，1℃の上下

　　　　が小数以下4桁目に効いてくるので，これは高級レソズ

　　　　を作るために篠致命的な鉄職であると思われる・

b　　　　　次に樹脂ガラスだけで牧差のない光學系を作るために

　　　eは，いろいろの窟折牽nDと分散牽ンとの組合わせを

　　　ギ有する歎種の材料が必要である．簡輩な色潰しレンズを

　　　　作るのでも，屈折牽及び分散の蓮つた二種類のガラスを／

　　　　組合わせなければならない・光學ガラスの場合，BK　7

　　　　　とF5を用いて色潰しvソズが作ちれているが入表から

　　　、すぐわがるように・D測・さくて・啄きいeS　yメ朔

　　　　メみクジレ戸トや壌リシタ》うキシルメタクリレ・・トは・
　　　　　　　t’　　　　x、　　　　．　　　　、　　　　’　　．、

，s・一
@’1・一・・　ttt／．∴凡ゾ…　1’　∵、

　　。r㌧．．s　、t　．　’；：，、　　　．，　　tt　」　，．　…＼、

め，レソズの曲牽が大きく

なつて．ll較的ロ鰹の小さな

レソズにかぎり設計が可能

である．また，各種の樹脂

ガラスのnl）とyの値は

徒來の光學ガラスが持つn

とレの組合わせと大しで逡

つていないので，樹脂ガラ

スと光學ガラスの組合わせ

で，光學ガラスだけでは作

れない性能のレソズ系を得

ることもいまのところ見込

はない．

　（iv）光線透過寧

ポワ又チロール・

ポリシクロヘキシル

メタクワレート

第1圖　樹脂ガラス

　　　　め色潰しレンズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　可親光線の蓬過率はポリメチルメタクリレPトで，

92～94％，ポリスチPt・一ルで89％の程度である・光學ガ．

ラスは特殊のものをのぞき95％以上99％に達するから

禦窪篇謙島饗驚蹴舞穿灘
はこれにくらべれば｝eしかによいわけである．紫外線お

よび赤外線の透過牽は，その一例としてポリメチルメタ

クリVρトについて第2圖にその傾向を示した．普通の

誘∂0

過60

摩40

傭o

赤外可裸紫ー外

詔θ鵬
z4　ズ8　z2μ波長

　　　　　第2圖紫外ジ赤外遊過曲線

　　　碁：撫ζ隻メタク∵｝厚さ諭・・’1．s，

ガラスは赤外．2・2μまではほとんど可競光線と同じ位の

wwvaするが調脂ガラスは赤外部で高分子楠の　1こe

吸牧帯を示房厚さ5mmの潔リメチルメタクリv．　eト

ゆ以上です欄鞭騨少t6’、ぐ1
ま∴・．㎡ttt－t、羽三㌶，．　：・、魏1〕．、蕊
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　　　　　一凸方ポ’リメチルメタクリレ・幽トの紫タト線蔓量選1牽は一般

　　　　に非常によいようにいわれているが，これも可親光線の
、

　　　　透過牽と同檬光學ガラスと比較した場合にはそれほどよ

　　　　いとはいえず，た黛吸牧の最短波長がやム短かい程度で

　　　　ある．しか屯紫外線の透過牽はいろいろの條件に非常に

　　　　左右されやすく，（2）例えば重合條件や不純物によつて

　　　　いちじるしく攣化するので，人によつて測定殖も可威り

　　　．蓮つている．また外界の條件によつても攣化し圖の曲線

　　　　撃に示すように1ケ月戸外にさらしただけでも相當に低

　　　　下し絵り・安定とはいえない．

　　　　　結局紫外線透過牽も鐵分をふくむ窓ガラス等に比較し

　　　t・fg場合優秀であるというに過ぎず，光學的に紫外線透邊

　　　　物質として用いられる水晶などの代りに樹脂ガラスを用

　　　　いることはできない。なお他の樹脂の申には酷酸セルロ

　　　　ーズのように，厚さ＆7mmの透過最短波長が250　mPt幽

　　　　，でポリメチルメタクリレPトよりもよいものがある。

1曳

、

3樹脂ガラスの光學的成形法

゜一ﾊに熱可塑性の樹脂の成形には輩量農を型の申に入

れてその申で重合させる方法（casting）と，重合膿を加

熱液化・して型の申え流しこんで成形する方法（mo！ding）

が用いられる．ところで，光學酌な面はその凸凹が光の

波長の敷分の一（0・1μ）以下であることを要求し，この

精度を出すためには特殊の考慮が必要である．例えば

casti㎎の場含にしても，た黛一回の鎗込み重合で成形

したのではせいぜい虫めがね程度めレソズしかできない

　　　　’ので・工程を二つに分け＃り・mold五ngとcastingを

組合わ章たりして必要な光學的の面を作つごいる・

　（i）皿01dingによる成形法（3）

　この方法は来・　　　・の・　、・

h　　°噸　㌧裳’∴・響響磯
　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　、　　　　　，編

　　　　　　　　　　　　　　　生産▼碍発

　とれは最後の律上げ工程にcastin窓を用いる方注であ

る・重合の際におこる牧縮は前述めよ5に相営に大きい

から，｛回のcasti㎎で光學的な面を作つてしまうこと

はできない．そこではじめにcastingあるいはmo廻i㎎

によつで大膣の形を作つておけば，弐の仕上げ工程は

casti㎎で光學的な面を出すことができる．わが國（4）で

は大騰の形をcastipgによつて得たブロックから機械加

工で作つて爵り，英國では（5）牟重合した樹脂を加歴し

て型の申えmoldし加i熱して重合を完結してO．0025rnm

の精度のものを作つている．この工程では重合k．よる牧

縮が可成り大きいから，型は牧縮だつれて動くように設　　　　t

計する必要がある．この中間成品を焼鈍して歪をのぞい

てから精密な型に入払その僅かの隙間に未重合の材料

を入れ，’cas＃ngして重合を完結きせると，その境旨は

分らなくなつてしまつてしかも所望の光學的な面が得ら

れる　（第3圖）．

゜ぜ V　　／／　　〃　・

”　　　〃　　〃　　ノノ　』

”　　　”　〃　　〃　　〃　　〃　葭

・”　　〃　〃　”・’
”　　　〃　　　　・

冒

粗型中間成帽50
末童合樹脂

第3園　Castingによる仕上げ工程

h

　この場合もつとも大切なことは母髄と表面の暦の屈折

牽が完全に一致するようにすることである．このよ5な

方法によれば仕上げ工程のcast童㎎は重合させる合威樹♂

脂の厨がきわめて薄いので内部に歪を起す心配もなく，

　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“∠

“払

状，粒状，粉状等に重合させた材料を加熱して液化し，型

の中え流し込んで成形する方法で射出威形法といわれて

いる・また重合一歩手前の粘度の高いものを用い，これ

をmoldして相當長時間加熱し重合を完結させると同時

に成形する方法も成功している．これらの場合材料の重

合法やmoldi㎎の時の温度分布等に注意すべきはもち

ろんであるが，型についても充分吟昧する必要がある・

型の内面はもちろん光學的に仕上げなければならないが

その材料の撰揮も大切で，例えば内面にスラヅグや炭素

の粒が出ているとよいレンズ面はできないので，型材と

してはO・05％Ll下の濠素をふくむ47％Ni鋼をガス放

出し内部歪を除いて用いたり，あるいはCrメッキをほ

どこす等の塵置をしなけれぽならない．

’米國では封出威型の專用機械を作り一度に2～4個の

レソズや時計用ガラスを礎か7分間で漣綾的に大量に成

形し～優秀なものはレフレックスカメラのフンィンダー

璃レγズとして用いている　　’

㌔㈹cas雌㎎噛に描域形濠，・

撫姻薫、．，、，ゴ窟短・∴、織i　t，　’T，

’以上いずれの方法にしても，大量生産め場合には無機

ガラスの約5工程以上にわたる面倒な加工法にくらべれ

ばはるかに簡軍である．これは樹脂ガラスを光學材料と

して使う場合無機ガラスより優れている最大の特徴であ

る・特に型の形は全く自由であるから，任意の曲面も球

面や干面と全く同様の手敷と精度ででき高弐曲面は一個

一個時間と手間をかけて手磨きするより他ない無機ガラ

スとは坪較にならぬ利融である・このようにして作られ

たレソズ等の光學的精度の一例を上げると屈折牽の各成

晶間の差は土0・00015・蓑面の精度は二珊一トンリング

で1吋につき2～5本程度に仕上げることができる（6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　4　光攣部品えの慮罵例

　（i）非球薦レンズ

　上述のような方法で相當精密t4＄のができるとはいえ

まだ高級の輝系に用い得るためには精度が不充分で，　・

・一ﾊにはも5一段精度の低いものに用いられているげす

なわちレーダP・オヅシ岬ザラフ，ス撃クトPメ桝ター

　　、ゾ　　：ピ，t’1L9．，、∴痴1済感 糠1
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の投影用レソズ，各種の櫨大鏡，集光幾置，高遽度カメ

ラ用レソズ，サPチライトや信號用の曲面反射鏡等であ

る，米英爾國で現在さかんに用いられているのはテレピ

ジゴソの投影用で，⑦これは完全に蜜用の域に蓮してお

り，プラスチックスの特色を利用した代表的な例であろ

う．すなわち，第4圖のようにブラウソ管の螢光面にで

　　　　　Nきた像を反射鏡Rで擾大してスクリPソえ投影するので

、

5（補正板）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ7リ「ン

　　第4圖　シュミット式テレビジョン投影装置

あるが，この反封鏡はきわめて明るくて（ロ径比が大）

かつ視野が廣くなければならない．このような大口脛比

で廣観eqlqなると，球面鏡だけでは球面牧差が非常に大

きく使いものにならなくなるので，これを補正するため

に補正板（圖S）を挿入したシ“ミッ5カメラと同じ原

匠i理の投影機が用いられている．

　この補正板の曲面は普通四弐曲面であるため，ガラス

で作るとすれば手磨きしなけれぼならないので，大量生

塵は不可能であるがプラスチックを用いれば上述の方法，

で簡軍に作ることができる・精度はやS落ちるが實際に

プラスチックで作られた投影裟置の像は，テレビジョソ

自身の分解能（像面をscanする線の本歎できまる）より

は精摩のよい像を作るから・英國B・B・C・や米國R・C・A・

の家庭用テレビジョソに廣く用いられている．

　（ii）フィルターへの癒用
　　　　　　　　　　i
　合成樹脂をフィルターえ懸用する場合に有利と考えら

れる織は二つある．一つは有機染料を自由に使うことが

できるので從來のフィルタ’・一　klくらべて吸牧特性のよい

ものが得られる可能性が大きいことで，もう一一…つはメタ

クリル樹脂のよ5な合成樹脂に直接染料を入れて重合さ

せ色ガラズフィルターセこ相當するものを作れば，割れた

りはがれたりする心配がなく安全であることである．い

ま迄合成樹脂を利用して實際に作られたフィルタPにも

例えば赤外線透過用のフ途ルタe－dLのように，染色した樹

脂を二枚のガラス叛の聞にはさんで用いているものとプ

ラスチヅクの申に染料を入れてそれ自瞳をフィルJe・・一と

して用いている各種の可醜領域ラィル汝戸とがある㈲．

可硯光線を遽つて赤外線だけを通すフィルタ←は，職時

’申米國でさかんに碑究されたのであるが，アゾ染轡をア

花コールに訂溶な形に攣えて適堂な樹脂（尿素？フXlル

〉”t　　’　．e．．　　．“．．＿．t　　　’H人’，

　ド漸　　　∴，・ゴ　／　湿1㍗・，、，　、ヰ・1（y・．←・tt
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　ムァルヂヒド樹脂に30～70％　一のアルキッド樹脂を加え

　たもの等）に溶かしてガラス板の間にはさみ，熱慮理す

　ると丈夫なフィルタPができる．

　　染料の濃度や種類を攣えて各種のブィルターが作らtt’　’

　波畏P・4～1・0μの間で非常に急な蓬過曲線を持つ性能の

　よいものが作られている．また1μでは透過牽が僅か1

　％以下であるが耳μ以上で急に透過牽が増して2μ以上

　で70％以上を透過するフィルターも報告されているが

　これ等はいずれも有機染料を使用した結果從來よりもよ

　い性能のものが得られるようになつたのである．可覗領

　域のフィルターについても同様で，染料の撰揮度が堰し

　た結果特殊な吸牧，透過特性を持つフィルターもできる

　はずで，在來のフィルタPを二枚重ねて得られるよ5な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　特性を一板の樹脂製フィ．ルタPに持たせることも可能と

　なつている．紫外線透過用フdルJe　”を除いて，適當な

　染料とその墓になる合成樹脂を組合わせて丈夫で安全

　な，しかも特性のよい各種のフィルタ帥が今後いろ，V　・ろ

　製作されるであろう．

　　（iii）回折格子の複製（9）

　　メチルメタクリtz・一トを容器の中で重合させると，そ

　の容器の内面の凸凹をきわめて忠實に再現する性質があ

　る．この性質を利用して廻折格子のレプリカを取ること

　ができる・回折格子は1mmに600～1200本位の等間

　隔の干行な溝をガラスや特殊の合金の面に刻んだもので

　あるが，このよ5に細い規則的な溝を刻むのは容易なこ

　とではない・優秀な格子を刻む機械はごく少くて從來回

　折格子は貴重品に麗していたが，2－一（ii）で読明した方

　法によつて原型をいためることなく，原型とほとんど同

　じ性能のレプリカが容易に得られるようになつた．また

　この表面の性歌の再現性は電子顯微鏡的にも正確である

　ので，電子顯微鏡の試料を作る場合にあまねく利用され

　ているのは周知の通りである．その他にもこの性翼ま光

　學器械用の微細目盛の複製等に利用されている．

・　（iv）偏光板
　　をルPtPズ系のプラスヂヅクは機械蘭に引張つてやる

　と，光學的に異方膿となり，偏光板の作用をすること．は

・古くから知られている・セPtファソの偏光性については

　研究も相當あつて，その敷量的な測定も行われている・

　同檬の性質は酷酸ビニe…ルの薄い膜についても見られる

　し，その他の合成樹脂の申でも分子配列が鎖状のものは　’

　その重合過程に適當な操作をしたり，あるいは成形の時

　に特殊な方法を行つて分子の鎖を一定方向に配列させる．

　ことができれば，機械的な歪を與えないでもそのまiで

　偏光板の働きをするものが得られるであろう．

　　（V）特辣な形の透明瞳

　　本誌3月號に招介された圓錐レソズもその一翻であ，

含ン貿蟻鴛議醤灘綿馨箋繋…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯

’　≠内．
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のが多い．また，フレネルレγズとよぽれる焦融踵離が

短かくて非常に大きな，しかも薄いレソズも容易に作る

ことができる・第5圖の左に示すようなレソベを分割し

て考えると，レソズの集光

性は同圖右のようにし七も

全く同じであることがわか

る．こうすれぱレソズの重一

量を輕減することができる

ので，燈蟹用などにはこの

形式のレソズが昔から用い

られセいたが，無機ガラス

製で妹その製作は非常に困

難であつた．しかし合威樹

脂を糊すれ戯形が額％離禽操盟の集雛
だから厚さも薄くし，レ＊

ズ儒を細くすることもでき第5圖　フレネルレンズ

る．EastMan　Kodak　Co．ではポリスチ冒Pル，メタク

リレf’・’トの他盤化ビニールや酷酸繊維を用いて1cmに

80～120本のレソズ樗を持つ薄いフレネルレ「ンズ，

　　　　　　　　　　　　　　　　d（sheet　plastic　lens）を作り，レブレックスカメラの焦

融面に利用して甕面の明るさを中央部で250％，周縁部

で100％増加することに成勃したとのことである・（10）

　（vi）レンズ接舎臨

　從來複合レソ業の接合剤に次の組成の混合物

　　αブチルメタクリレートとヂエチレソグリコPル

　　1：1の混合物．，．＿．．．．．．100％

　　i遇酸化ペソゾイル＿＿＿＿3％

　　ヂビニールペソ熾ンとエチルe“＝pt．ルペソゼソ

　　3：1の混合物．．＿．．．．＿1．5％

を70℃で16分熱したものはゼラチソ朕で，これがパ

ルサムの代りに接合剤として用いられるとのことであ

る．これがバルサムにくらべてどんな瓢がよいのかは朗

らかでないが，他にも樹脂の養合剤で光學的な接着剤と

して用い得るものがあると思われる．

・一（vii）光羅械の悼線ゲ　　　　・
　實験室等で望遠鏡の十掌線を張る場合に蛛蜘の糸など

／

x

生塵研’究
を用いるが，これはなかなか面倒である．ポリスチPt・・一

ルの濃厚な溶液を一端を引き伸ばしたガラス管中に入れ

小さな穴から出る液を伸ばしてやると比較的容易に太さ

3μ程度の細い線が得られ，かなり丈夫なので光學機械

の十宇線に利用される．

5　む　す　び

　以上含成樹脂のいろいろの光學的用途にのいて解読し　　’一

た．その申には樹脂ガラスでなくては，實際上製造でき

ないようなものもいくつかある．しかしそれは結局腐殊　　、

な光學的用途に過ぎない．樹脂ガラスの利用範團がこの

よ5な光學ガラスでは不可能な範團にかぎられるとして

も，その贋値は決して小さなものではなく，今後ますま　　　’

す各種の方面に利用されるであろうが，＼さらにr般的な

光學材料として，光學ガラスに代つて最高級光學部品に

使用できないだろうかとのためにはかつてアヅペが額

微鏡の見えをよくするために性質の異つたガラスを探し’

求め，試作されたガラスが次々に攣色するのに屈せず，

塗に安定な所望のガラスを作り上げた如く，これと同じ

ような努力が樹脂ガラスについて，これからなされねば　・

ならない．合成樹脂が現在め特殊用途の範團を脱して，

最高級光學部品の領域え進出するか否かは今後に残され

た問題である．’

　なお終りに本文を書くに際しいろいろ御指導して下さ

つた久保田教授，文献等の御世話をい丸だいた竹村民三　　　t

氏に厚く御禮申上げる。
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